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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ スズキ シュンジ

氏 名 鈴木 俊治 

派 遣 希 望 区 ■市内全域 □（ 区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 〇 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 〇 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善  防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業  ICT・WEBの活用 

その他（ ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地区計画 

地域まちづく

りルール 

横浜市泉区 

領家地区 
平成25～29年 

建築協定を発展的に地区計画及び地域まちづくりル
ールにするための地域住民の活動を、横浜市まちづく
りコーディネーターとして支援。 
・地区計画及びまちづくりルール案の提案
・まちづくりニュース作成
〇地区計画、地域まちづくりルールともに認可

区画整理関連

まちづくり 

横浜市 

戸塚駅周辺 

地区 

（まちづくり

ルール、景観

計画、公共空

間の有効活用

等） 

平成 23 

～26 年度 

・ 区画整理事業の円滑な推進のための地権者会

議等の実施支援。

・ 成果として、地域まちづくりルール策定（東海

道戸塚宿まちづくり倶楽部など）

・ 旧東海道を活かした景観形成、都市デザインと

して、広場（一休さん、ふたかけ広場）、街路（大

踏切広場）等の基本デザイン案作成（部会にお

いて検討）、公園ワークショップ運営支援等
事例等の勉強会、視察会企画・運営 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。



要綱様式第１号-２ 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域ニーズや

課題に対応し

たまちづくり 

東京・神楽坂 

地区 

平成 15 年 

～継続中 

・ 伝統的街並みの保存方策検討

都市計画道路整備に対応した空間有効活用、にぎ

わい継続方策等の支援

・街並み景観の分析、住民意向調査

・新宿区屋外広告物ガイドラインの作成及び運営

支援（地元関係者として）

区画整理 

地域まちづく

り 

八王子市加住

町・宮下町地

区周辺 

令和 2 年度 ・まちづくり協議会への参加

・まちづくり方針についての助言（これから区画

整理を行うべく、地元協議を始めた地域に対して、

市の依頼によりアドバイザーとして会議に出席

し、地域資源の活かし方や将来像などについて助

言）

防犯・防災・緑 
東京都新宿区 

西早稲田児童

遊園改修 

平成 18 年 
・ 防犯上問題のあった児童遊園の改修計画（基

本計画、基本設計）

・ 地域住民（おとな）および子どもたちとのワー

クショップ企画運営（合計５回程度）

・ ワークショップニュースの発行

・ 改修工事完成 平成 19 年

改修後は子どもたちの利用が増加 

商店街活性化 

公共空間活用

の促進 

さいたま市大

宮区一番街商

店街／ 

新宿区神楽坂

地区 

令和 2 年度 ・コロナ禍において、公共空間を飲食スペース等

活用し、そのことによる効果（歩行者数、滞留状

況など）の調査と検証 

※芝浦工業大学教員として、学生とともに、地元

組織と協働で実施。 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント 

（500 文字以内） 

まちづくりではカタチとしての空間整備と、経済活性化やプロモ
ーションなどまちのソフトを、車の両輪のごとく一体的に機能さ
せることが重要です。私がご縁をいただいてまちづくりや都市デ
ザインをお手伝いする際には、地域の人たちや利用者の声に耳を
傾け、歴史文化、自然環境などの地域資源を最大限に活かすべく、
計画の初期段階から地域の人々と協働で取り組むことを大切に
しています。（右図は地域まちづくりルールによる景観形成イメ
ージ図：鈴木作成） 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。
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